
令和２年度 学校評価総括表 　 十津川村立十津川中学校

自己評価
（Ａ～Ｄ） 進捗状況 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

授業時間を十分確保する。
総授業時数に対する進捗率を適宜把握し不足
分を補えるよう機動的に時間割を配当する。 B 休校分も夏休みの短縮などで授業時間をほぼ

取り戻すことができた。 A
休校で不足した授業数はテレビ授業や夏期休
暇の短縮で十分に取り戻せ、昨年以上確保さ
れており、授業内容の進捗も十分である。

生徒・保護者が教科の学習内容や評価を理解
できるようにする。

学習状況や評価の仕方を懇談や通知票などで
分かりやすく伝える。 C

今年度前半は家庭訪問や授業参観・学級懇談など保護者と対
面して伝える機会がなくなったが、後半からは通知表やテストの
個票など紙での伝達だけでなく懇談の機会なども有効に活用す
る予定。

B
年度当初は保護者と直接対面して学習状況や評価を伝える事
ができなかったが、2学期以降は紙媒体の通知・通信だけでな
く参観・懇談の機会も積極的に利用しわかりやすく伝えること
に努めた。

すべての生徒が分かりやすい授業を行う。
新学習指導要領の移行に伴い、教材や授業内
容の研究を積極的に行う。 B 教科ごとにICT機器を積極的に使うなど工夫を

凝らしている。 B
各担当がICT機器を使おうとし、新しく導入され
たタブレットの利用に向けても教材研究に熱心
に取り組んでいる。

家庭学習の習慣化につながる課題（宿題）を設
定する。

教科担任と学級担任の連携を深め、生徒一人
一人の適正を考慮して課題を設定し、達成度も
追跡する。

C 提出期限を守れなかったり、課題が未提出の生
徒が各学年とも複数人いる。 C

課題が未提出の生徒には放課後に取り組ま
せたりしているが、なかなか改善の兆しが見え
ない。

学力アップの時間等、放課後学習を有意義な時
間にする。

生徒一人一人に自分の目標を持たせ、学習に
取り組ませる。 B

小学校の算数の復習プリントだけでなく、取り組
む内容に幅を持たせたが、積極的にeライブラリ
の教材を使って自分に合った問題を解く生徒が
増えた。

B
どの生徒も自分の能力や興味にあった課題に
積極的に取り組み、教え合うような姿が各所に
見られ、自分たちで時間を有意義に使える生
徒も増えた。

体育の授業や体育的行事等を通して、基礎体
力の向上と生涯にわたり運動に親しむ力を育て
る。

生徒の興味や関心を高め、運動に意欲的に参
加する姿勢を育てる。 A

特に学校再開時には体力が低下していることを
踏まえ、なじみのある曲を用いてダンスを行うこ
とで体力の向上を図った。

B
全校生徒が運動部に所属しているため、一定
の体力を保持したり、運動への意欲が高い。
休校もあったが与えられた授業時数で体育大
会も行うことができた。

総合的な学習の時間を通し、生徒が主体的に
取り組む力を育てる。

１年生では広く郷土について触れ、２年生で学
級発表、３年生で学校発表を行い、段階的に学
習し発達段階に応じた計画によって主体性をは
ぐくむ。

C 行事に追われ、郷土学習に取り組む時間の確
保が難しい。 B

コロナ禍で、フィールドワークでの研究や地域
住民への聞き取りが制限される中、創意工夫
して研究成果をまとめ発表をすることができ
た。

さまざまな研修による教員の資質向上を図り、
生徒のよりよい成長につなげる。

指導主事に依頼し研究授業をしたり、Eライブラ
リなど新たな学習ツールの研修をおこなったり
する。

B 教科の特性があるため、研究授業を実施したあ
との全体協議が持ちにくい。 B

ICT機器を積極的に使っていこうという意欲を
全教員が持っているので、授業技術を教え
合ったり、伝え合ったりする姿が各所に見られ
た。

規則正しい生活を心がけるよう呼びかける。 定期的に生活習慣アンケート等を行う。 C
生活習慣アンケートは実施できなかったが、休
校明けにストレスチェックを行い生徒理解を図っ
た。休校が長かったため生活リズムが乱れてい
る生徒が多い。

B
休校があけ、続けて登校する習慣がつき、授
業中眠たそうにしている生徒が少なくなった一
方、夜遅くまでゲームをしている生徒もいる。

いじめを許さない姿勢を強く持ち指導にあたる。
人権講話やその他の場面で積極的にいじめに
関する話をしていく。 B

いじめアンケートでは自分や周りへのいじめ事
象が各学年１～２件あった。今後も様子観察、
ストレスチェック、二者面談を通じて早期発見、
未然防止に努める。

B
休み時間等の巡視で、生徒の様子観察や生
徒と教師間が双方向に声をかけやすい環境を
設定することで、生徒の悩みやいじめの芽の
早期発見、早期対応をすることができた。

生徒会活動に主体的に取り組む力を育てる。
生徒会執行部だけでなく生徒全体が、取り組
み、活動できる内容を導入する。 B

中高合同の各種行事をはじめ、中止・縮減とな
る中、新たな行事の創設や校則改正へ取り組
みなどを行っている。

B
コロナウイルスの影響もあり、なかなか動けな
かった校則改正に取り組んでいた。自分たち
で何が大切かを考え、在校生に意見・提案を
することが出来た。

学校生活の充実につながる学校行事を運営す
る。

生徒一人一人が、役割を持ち、自主的に活動
し、ともに達成感を得られる行事を運営する。 C

今年度前半で多くの行事が中止となり、後半か
らも縮減となる中、生徒の活躍できる場面を模
索してる。

B
学校行事が中止・縮小になる中、生徒会執行
部が自分たちで考え、あらたな行事を開催す
ることが出来たことは良かった。

心技体の成長につながる部活動を行う。
それぞれの部活動と個々の生徒が目標を設定
し、目標へ向けた指導を充実させる。 C

今年度前半は多くの大会が中止になり、普段通
りの活動を行うことができなかった。後半も感染
症対策をしっかりおこなった上で、生徒の活動
時間確保に努める。

B
感染症対策を最優先にしながらも、できる限りの創意工夫で練
習時間の確保に取り組むことができた。生徒も、自分自身の課
題解決や目標達成に向けて、練習に励むことができた。

キャリア教育
・進路指導

進路実現を見据えたキャリ
ア教育の充実

将来の進路や職業などについての学習を積極
的に進める。

道徳や学級会・総合的な学習の時間と連携し、
進路選択・職業選択の学習をする。 C 新型コロナウイルス感染症により、職場体験学

習を実施することができなかった。 B
コロナウイルスの影響により職場体験学習ができなかったが、
道徳や総合的な学習の時間を使って、将来や勤労について学
習をした。また、高校の先生を招き、進路についての授業を実
施した。

職場体験学習は来年度もどのよう
な状況になるかはまだ不明である
が、将来の仕事に向けた学習に取
り組む方法を検討する必要があ
る。

特別活動等
望ましい集団活動を通し、
自己を生かす能力の育成 B

次年度、活動の自粛が
解けた後は今までの活
動だけでなく、高校との
連携にリモートを導入
するなど新たな形を模
索していく。

B

研究研修
生徒の主体的な学びを育て
る授業の創造

総合の発表会が年々よい
ものになってきている。
もっと村民にも中高生の
取り組みや考えを知って
もらうため、村内放送など
で広めていくことも大切で
ある。

生徒指導 積極的な生徒指導の推進　 B

生活アンケートを実施
し個別に指導をしたり、
ネット依存、ゲーム依
存について保護者へ
の啓発運動も必要だと
感じている。

B

学習指導等

教科教育の充実 A

B

学習に対して意欲のない
生徒に学習支援ソフトのe
ライブラリなどを使って少
しでも関心を持たせ、家
庭においても学習する習
慣を付けさせていく。

〇学習指導等
・授業時数の確保について、新型コ
ロナウィルス禍の為に長期休校と
なったが、テレビ授業や短縮夏期
休業で昨年以上に確保されたこと
は評価できる。
・保護者に学校生活の様子を紙媒
体等で伝達していることに努力を感
じる。保護者は案外学校の様子を
知らないものだけに、周知と理解を
不断に続けることは肝要である。
・自主的な家庭学習の慣習化は、
家庭との密接な意思疎通を図りな
がら進めていかなければならない
が、難解な永遠の課題である。
・タブレットの有効な活用は現代教
育の必要事項であるが、ノートに鉛
筆で書くという基本的なことを疎か
にすると、基礎知識の定着には結
びつきにくい。「釈迦に説法」かと思
うが、原初的な指導を大切にしてほ
しい。

〇研究研修
・フィールドワークを通し、直に見聞
きすることは、記憶と感性に強く働
き、効果が大である。それは、間接
体験やバーチャルに勝るもの。コロ
ナ禍が収束すれば是非復活をお願
いしたい。

〇生徒指導
・休み時間等の巡視は、教師にとっ
ては負担であろうと推測するが、そ
のことで、生徒の悩みやいじめの
早期発見・対応に結びつくなら次年
度も希望する。

〇特別活動等
・学校行事が中止・縮小の中、生徒
会執行部を中心に、創意工夫で行
事を開催できたことは、生徒の意欲
を感じる。「出来ないことは仕方な
いことだ」と、諦めれば簡単なことだ
が、「では、今何が出来るか」と考え
実行する姿勢は評価できる。

〇キャリア教育・進路指導
・職場体験が出来なかったことは残
念ではあるが、高校から教師を招
聘し、何回か進路指導の授業を実
施できたことは良かった。

〇道徳教育
・昨年に引き続き、授業者がそれぞ
れの専門分野で授業を行っている
ことは、今後も継続をお願いした
い。

〇人権教育
・生徒はいろいろな大人から学んで
いくものである。教師の人権講話の
みならず、地域の方の人権講話に
まで広げることは大切である。

〇特別支援教育
・なかなか難しいことかもしれない
が、「こだまの里」に勤務されている
職員の講話を聞いたり、特別支援
に類する高校から教職員を派遣し
てもらい、更に上の進路指導につ
いてもお聞きする機会をもてると良
いのではないかと考える。

〇安全教育
・今年度は、新型コロナウィルス防
止の安全教育に特化したことは、
致し方ないし、逆に必要なことで
あったと思う。大人も子どもも徹底
してマスク着用と手洗いの励行で
感染を防ぐ習慣化が出来たことは
大きな成果である。

〇家庭・地域連携等
・「学校便り」、「学級通信」について
は、今年度のコロナ禍の状況では
特に、保護者に学校及び学級の様
子が伝えられるので、頑張ってもら
いたい。

〇第１学年
転校生が立て続けに来たことで、
集団作りを大切に学級経営がなさ
れたと思う。担任を中心に教師集
団全体でより良い方向に学級がま
とまるように、今後も指導をよろしく
お願いしたい。

〇第２学年
顕著なリーダーシップがまだ見られ
ないとのことだが、いよいよ最高学
年になるので、成長を期待する。

〇第３学年
最高学年として、その学校の顔とな
る学年だけに、規範意識を高めな
がら、後輩の模範となるべく、教科
学習や各種行事においてリーダー
シップを発揮してもらいたい。兎に
も角にも、修学旅行に行けて良
かった。１８人中９人が地元の十津
川高校に進学を希望していると聞
き、安心している。進路選択はそれ
こそ、個々の自由であるが、ここ数
年の状況を見ていただけに、地元
に生活している者としては、十津川
の子が地元に残ってくれるのは嬉
しい。

学習意欲の向上と家庭学習
の定着 B

個に応じた学力・体力の向
上 B

・保護者や地域、村内各校所、関係諸機関との連携をより深める。 家庭や地域社会との関わりを多くもつとともに、職場体験、小中連絡会、中高連携活動を充実させる。

評価項目
具体的目標

（評価小項目）
具体的方策 評価指標

中間期(９月) 年度末(２月)

自己評価結果
（Ａ～Ｄ）

学校関係者評価（結果・
分析）及び改善方策

・自己の将来に対する目的意識を育成する。 勤労の尊さを理解させるとともに、自らの力で進路を選択していく生徒を育成する。

・心のふれあいを大切にし、人権意識の向上を目指す。 道徳の時間を中心として、全教育活動を通して人権意識を高め、人権を尊重する実践力をもたせる。

・生徒が、心身ともに健康な学校生活を送れるようにする。 食に関する教育の充実を図るとともに、生徒が「健康」について意識を高めることをめざす。

令　和　元　年　度　の　成　果　と　課　題 本　年　度　の　重　点　目　標 具　　　　　　体　　　　　　的　　　　　　方　　　　　　　策

授業研究を積極的に行い、分かりやすい
授業を追求した。学力向上に向け、学習支
援ソフトを導入した。学習意欲の向上と家
庭学習の充実に向け、更なる手立てが必
要である。道徳の教科化にあたり研修を深
め、全教職員で授業に臨んだ。総合学習で
はブース形式で発表を行い、生徒の表現
力向上に繋げた。一人一人の生徒に寄り
添う生徒指導と教育相談に取り組んだ。

・基礎、基本の定着を図り、学習習慣の確立を目指す。 生徒の実態を把握し、学習が遅れがちな生徒への対策を図り、実態に応じた指導を行う。

・生徒の、主体的な活動を重視し、積極的に行動できる生徒を育成する。 生徒会活動が、より自発的・自治的な活動になるよう、全教員で支援する。

・郷土を愛し、未来を担う生徒を育成する。 郷土学習を教育活動に位置付け、生徒が自尊感情を高め、自己実現を目指す活動となるようにする。

学　校　教　育　目　標 ふるさと十津川を愛し、ふるさとでの学びを活かして、新しい時代を築く、心豊かな生徒の育成 総合評価（Ａ～Ｄ）

目指す生徒像

自主－自ら進んで学び、考えて行動できる生徒(確かな学力)

Ｂ協働－勤労と責任を重んじ、礼儀正しく協力できる生徒 (豊かな人間性)

剛健－自他の生命を尊重し、明るく元気でたくましく心身を鍛える生徒   (健やかな体)



生徒に寄り添い、悩みや不安を聞く体制をつく
る。

スクールカウンセラ－及びスクールソーシャル
ワーカー等の関係者と連携した教育相談体制を
整える。

B
スクールカウンセラーとは休校中もオンラインで
情報交換を行った。スクールソーシャルワー
カーとはケース会議を行い、家族を含めた支援
を検討した。

B
支援を要する生徒・家庭について、スクールカ
ウンセラーやスクールソーシャルワーカーと情
報交換し、検討することが出来た。スクールカ
ウンセラーへの相談希望がなく距離を感じる。

生徒の精神面における健康を大切にする。
生徒の観察と教職員間の連携を大切に、未然
防止・早期発見・支援・対応を心掛ける。 B

休み時間は生徒の様子を見に行くなど生徒の
観察を積極的に実施し、気になることは記録や
職朝で情報共有を行った。

B
休み時間や下校時など、授業外でのコミュニ
ケーションを多くとり、個々の話を聞いたり様子
を観察したり、生徒指導部会を定期的に開催
した。

道徳の時間やその他いろいろな場面で生徒の
道徳性を育てる。

道徳の時間は教科書を中心教材として授業を
行い、人権講話との連携を図る。 B

各学年で指導者のローテーションを組み複数で
指導に当たり、生徒の言動に常に注意を払って
いる。

B
授業者のローテーションにより、それぞれの専
門や得意分野で幅広い知識を生かして生徒に
訴えかけるような授業が行われている。

チームティーチング（TT）による計画的な道徳授
業を推進する。

全学年、研究授業を行う。 C 休校や学校行事等の関係で１つの学年でしか
研究授業が行えていない。 B 研究授業はあまり行えなかったが、授業者、

記録者など連携して生徒を見ることができた。

命を大切にする学習を行う。
他者の気持ちや意見を尊重する姿勢を身につ
ける。 B 普段の学校生活の中で、全教員が連携し、生徒

に対して適宜必要な声かけを行っている。 B
全教員が連携して声かけを行い、生徒のしん
どさや気持ちを聞き出すことが出来ている。し
かし、自尊感情が低かったり、他者を傷つける
発言や行動をする生徒もいる。

人権を尊重する学習を大切にする。
毎月の人権講話等の感想文で、生徒の人権に
対する意識を確認する。 B 感染症や雨量規制等による休校の関係で、人

権講話を実施できなかった月がある。 B
教師の人権講話だけでなく、地域の方に講話していただいて、
より多面的・多角的に物事を考えられるようになった。しかし、
講話の内容に多少の偏りがあるため、年度によってばらつき
がある。

障害者問題やバリアフリーについて正しく理解
できる学習を行う。

道徳の時間や人権講話を通して正しい知識や
考え方を身につける。 C 全学年共通の特別支援教育に関わる学習の機

会を設けることができていない。 C 
全体で共通の特別支援教育に関わる学習の
機会はなかったが、各学級で道徳の時間等に
おいて特別支援教育に関する学習を行った。

専門機関などとの連携を図り、特性や障害に応
じた指導計画の作成や適切な指導を行う。

校内外との連携・連絡を密に取り全校体制で計
画的に指導を行なう。 B

リモートによる教育相談の実施や村の特別支援
コーディネータ会議に参加、校内においても連
携・連絡を密に取っている。

B 
コロナ禍の影響で例年と比較して校外の関係
機関と直接交流する機会は、減少したが、リ
モート等による工夫で連携を取っている。

生徒の健康を大切にした指導を行う。
保健安全教育への満足度が、生徒・保護者共
に８０パーセント以上を目指す。 B

休校中も保健便りを通して情報発信を積極的に
行った。休校明けも心を大切にするほけんだよ
りや掲示物を作成し、ケアを行った。

B
ほけんだよりは２０枚以上発行し、情報発信を
積極的に行った。今年は感染症対策や心のケ
アに関する内容を取り上げた。

健康診断や健康観察の結果から、指導が必要
だと思われる生徒に積極的に指導する。

健康診断の結果を分かりやすく伝え、受診を勧
告する。
規則正しい生活習慣を指導する。

B
新型コロナウイルス感染症により未実施の健康
診断もある。実施した健康診断については早期
に結果を配布して、必要に応じて受診を勧告し
た。

B
健康診断の結果指導が必要な生徒が定期的
に身長、体重を計測したり、三者懇談の場面
で保護者の方にも協力をお願いしたりすること
ができた。

校内全般の整備・美化に努める。
毎日校内巡視を行い、危険箇所等がないかな
どを確認する。 A

休み時間には全教員で巡視にまわったり、登下
校時にも教員が安全指導を行ったりできてい
る。

A
休み時間を含む校内巡視や登下校指導など
十分に教師の目が行き届いている。休日の部
活動時にしか清掃しない場所がある。

災害時の避難経路や正しい避難方法を指導す
る。

定期的に避難訓練を行い、常に自分の命は自
分で守ることを意識させる。 B

コロナウイルスの関係で全学年を通しての避難
訓練が行うことが出来なかった。１年生について
は避難経路の確認を行った。

B
新型コロナウイルス感染症に対する指導はお
おむね行き届いたが、例年実施していたような
防災・安全教育ができなかった。

教育活動等の成果や取組について、適切に説
明責任を果たし、その理解と協力を得る。

学校・学級・保健だよりの、月に一度の定期的
な発行と内容の充実に努める。 B

三者懇談、授業参観、進路説明会等、感染症対
策を行いながら実施している。学校ホームペー
ジを作成し、学校の情報を広く提供し、学校理
解につなげている。

B
年度を通し、学校便り・学級通信等を定期的に
発行できた。内容についても、保護者の来校
が少ない中、できるだけ具体的な内容を心掛
けた。

小学校・高校との連携を充実させ、生徒の自
尊・他尊・地尊を高める活動にする。

地域連携教育への満足度が、生徒・保護者共
に８０パーセント以上を目指す。 B

ＴＴ指導、各担当での打合せ、研究授業での交
流、行事の計画等、できる範囲の活動を着実に
実施している。

B 
３年生が参加した文化講演会の満足度は高
かった。生徒の交流活動はできなかったが、
教員間の交流はできる範囲で実施できた。

集団生活の基礎を養う
学級の一員として、仲間を大切にし、互いに協
力する力を育てる。

いじめアンケートにおいて、いじめ認知件数を０
件にする。 B

入学して半年が経ち、他人を思いやる発言や行動が出来ている
生徒もいるが、他人を傷つけてしまうかもしれない発言をしてい
る生徒もいる。いじめアンケートでは、いじめられていると答えた
生徒はいなかった。

B
年度後半はクラスの全員で協力しようと
する姿勢がよく見られた。まだ言葉遣い
が荒い生徒がいる。

安心、安全な学級作り
生徒と信頼関係を築き、安心して過ごせる学級
をつくる。

学期に一度は二者面談を行う。アンケートにお
いて、学級を安心して過ごせると答えた生徒、
安心して学校へ通わせられると答えた保護者を
９０％以上。

B
二者面談で個々に困っていることや悩んでいる
ことを聞いた。言葉遣いや行動などが荒くなった
場合は指導し、過ごしやすい環境作りをしてい
る。

B
転校生が立て続けに来たこともあり、クラスの
雰囲気に一層注意を払った。様子を見て、適
宜担任と話す時間を取った。

集団生活を通してリーダー
シップを養う

学級の一員として、仲間を大切にし、互いに協
力する力を育てる。

行事毎にアンケートを取り、引っ張っていけたと
答える生徒が80％以上を目指す。 B

体育大会の振り返りでは３年生が引っ張ってく
れたなどを書いている生徒がいた。３年生に
引っ張ってもらった反面、来年度の目標にもつ
ながった。

B
学級内で問題が起こったとき、自分たちで解決
法を模索している動きがあった。人数が少ない
こともあるが、顕著なリーダーシップがまだ見
られない。

　キャリア教育の充実
職場体験等を通して、将来について考える力を
養う。

　職場体験が自分の将来を考えるきっかけに
なったと答える生徒が80％以上を目指す。 B

職場体験が実施できず、教室内でのキャリア教育や進路学習に
とどまった。進路について具体的に考えている生徒がいる一方、
将来や進学、就職についてまだ考えられていない生徒もいる。

B
職場体験が実施できず、働くことについての体
験的な学習ができなかったが、授業内でキャリ
アプランニング（将来設計）を行い自分という人
間に向き合うことはできた。

学校のリーダーとして自ら考
え行動する力を養う

学級の一員として、仲間を大切にし、互いに協
力する力を育てる。

行事毎に振り返りを行い、自ら考え行動できた
と答える生徒が80％以上を目指す。 B

コロナの影響で十分に練習・準備の時間がとれ
なかったが、例年以上にこの状況でどのような
活動が出来るかを考える事が出来ていた。

B
修学旅行では、感染症対策を全員が徹底的に取り組むことが
でき、ルールを守りながら楽しく活動することが出来ていた。仲
間の大切さを卒業まで継続的に伝えていく。

進路保障
学期ごとに、二者懇談、三者懇談を行い生徒、
保護者の思いを聞きながら、進路選択への助
言を進める。

進路希望調査や進路学習の際にあらかじめ生
徒の思いを把握しておく。 B

９月の実力テスト以降、毎月二者面談を実施し
ている。生徒の進路に関する悩みや相談を聞
き、生徒の進路実現に向けて共に計画を立てて
いる。

B
コロナウイルスの影響により高校の体験入学は少なかった
が、eオープンスクールという形で気軽に各高校の様子を見る
ことができた。また、放課後に二者懇談を実施し、進路に関す
る悩みや相談を聞く機会を設けることができた。

　 ○自己評価・総合評価・・・４段階で記入　　Ａ：十分　Ｂ：概ね十分　Ｃ：やや改善を要する　Ｄ：改善を要する

特別支援教育

第２学年 B

来年度最上級生になるの
に向けて、将来を見据え
た進路選択や校内での
リーダーシップについて指
導していく。

第３学年 B

進路指導において学
年・管理職と連携して
情報の共有をこまめに
し、生徒の納得のいく
進路指導になるよう取
り組んでいく。

家庭・地域社
会・他校種・

関係機関等と
の連携

B 

家庭・地域等との連携
の重要性を感じる一年
となった。今後もできる
だけ多くの力を工夫し
ながら活用し、生徒の
成長につなげたい。

第１学年 B

来年度は上級生とな
るので、１年生の模
範となるよう日々の
過ごし方を指導して
いく。

学校評価を活用した開かれ
た学校づくり

みんなで関わる特別支援教
育の推進 B 

社会的要因や不測
の事態においても例
年どおり特別支援教
育の周知徹底や各
機関との連携を怠ら
ぬよう工夫したい。

安全教育

保健安全教育の充実 B

B

休日の部活動時のみ
の清掃箇所について、
各学期ごとの大掃除や
週に数回は清掃の計
画を検討する。
来年度は防災・安全教
育をできる形で実施し
たい。防災安全教育の充実 B

道徳教育 道徳教育の充実 B

道徳教育では生徒
の実情に合った各学
年の柱を決め、授業
を組み立てていくこ
とも必要である。
人権教育では、引き
続き学校全体で連
携し、生徒の発言や
行動に気を配る。ま
た、教員の人権に対
する意識を深める機
会を設ける。

人権教育
生命の尊重と人権意識の高
揚を目指した確かな人権教
育の推進

B

教育相談
自尊感情の（自己肯定感）
の育成 B

教員、生徒、保護者がス
クールカウンセラーに相
談しやすい環境作りを整
備する。
引き続き、生徒の様子を
見て共有していく。

〇学習指導等
・授業時数の確保について、新型コ
ロナウィルス禍の為に長期休校と
なったが、テレビ授業や短縮夏期
休業で昨年以上に確保されたこと
は評価できる。
・保護者に学校生活の様子を紙媒
体等で伝達していることに努力を感
じる。保護者は案外学校の様子を
知らないものだけに、周知と理解を
不断に続けることは肝要である。
・自主的な家庭学習の慣習化は、
家庭との密接な意思疎通を図りな
がら進めていかなければならない
が、難解な永遠の課題である。
・タブレットの有効な活用は現代教
育の必要事項であるが、ノートに鉛
筆で書くという基本的なことを疎か
にすると、基礎知識の定着には結
びつきにくい。「釈迦に説法」かと思
うが、原初的な指導を大切にしてほ
しい。

〇研究研修
・フィールドワークを通し、直に見聞
きすることは、記憶と感性に強く働
き、効果が大である。それは、間接
体験やバーチャルに勝るもの。コロ
ナ禍が収束すれば是非復活をお願
いしたい。

〇生徒指導
・休み時間等の巡視は、教師にとっ
ては負担であろうと推測するが、そ
のことで、生徒の悩みやいじめの
早期発見・対応に結びつくなら次年
度も希望する。

〇特別活動等
・学校行事が中止・縮小の中、生徒
会執行部を中心に、創意工夫で行
事を開催できたことは、生徒の意欲
を感じる。「出来ないことは仕方な
いことだ」と、諦めれば簡単なことだ
が、「では、今何が出来るか」と考え
実行する姿勢は評価できる。

〇キャリア教育・進路指導
・職場体験が出来なかったことは残
念ではあるが、高校から教師を招
聘し、何回か進路指導の授業を実
施できたことは良かった。

〇道徳教育
・昨年に引き続き、授業者がそれぞ
れの専門分野で授業を行っている
ことは、今後も継続をお願いした
い。

〇人権教育
・生徒はいろいろな大人から学んで
いくものである。教師の人権講話の
みならず、地域の方の人権講話に
まで広げることは大切である。

〇特別支援教育
・なかなか難しいことかもしれない
が、「こだまの里」に勤務されている
職員の講話を聞いたり、特別支援
に類する高校から教職員を派遣し
てもらい、更に上の進路指導につ
いてもお聞きする機会をもてると良
いのではないかと考える。

〇安全教育
・今年度は、新型コロナウィルス防
止の安全教育に特化したことは、
致し方ないし、逆に必要なことで
あったと思う。大人も子どもも徹底
してマスク着用と手洗いの励行で
感染を防ぐ習慣化が出来たことは
大きな成果である。

〇家庭・地域連携等
・「学校便り」、「学級通信」について
は、今年度のコロナ禍の状況では
特に、保護者に学校及び学級の様
子が伝えられるので、頑張ってもら
いたい。

〇第１学年
転校生が立て続けに来たことで、
集団作りを大切に学級経営がなさ
れたと思う。担任を中心に教師集
団全体でより良い方向に学級がま
とまるように、今後も指導をよろしく
お願いしたい。

〇第２学年
顕著なリーダーシップがまだ見られ
ないとのことだが、いよいよ最高学
年になるので、成長を期待する。

〇第３学年
最高学年として、その学校の顔とな
る学年だけに、規範意識を高めな
がら、後輩の模範となるべく、教科
学習や各種行事においてリーダー
シップを発揮してもらいたい。兎に
も角にも、修学旅行に行けて良
かった。１８人中９人が地元の十津
川高校に進学を希望していると聞
き、安心している。進路選択はそれ
こそ、個々の自由であるが、ここ数
年の状況を見ていただけに、地元
に生活している者としては、十津川
の子が地元に残ってくれるのは嬉
しい。


